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高野山周辺の御田―真国を中心に

高
野
山
周
辺
の
御
田
―
真
国
を
中
心
に
―

森
　
本
　
一
　
彦

一　

高
野
山
周
辺
の
御
田

「
御
田
」
や
「
御
田
植
祭
り
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
全
国
各
地
に
残
っ
て
い
る
。
高
野
山
周
辺
に
も
、
稲
作
の
作
業
を
演
じ
る
「
御

田
」
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
御
田
は
五
か
所
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
は
さ
ら
に
多
く
の
集
落
で
演
じ
ら
れ
て
い

た
。
高
野
山
周
辺
の
集
落
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
過
疎
化
し
、
い
わ
ゆ
る
「
限
界
集
落
」
と
呼
ば
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
多
く
の
御
田
は
消
滅
し
て
い
っ
た
。

高
野
山
周
辺
で
御
田
が
現
存
す
る
の
は
、
か
つ
ら
ぎ
町
天
野
の
丹
生
都
比
売
神
社
、
か
つ
ら
ぎ
町
花
園
梁
瀬
、
有
田
川
町
杉
野
原
、

有
田
川
町
久
野
原
、
紀
美
野
町
真
国
の
五
か
所
で
あ
る
（
図
１
）。
高
野
山
周
辺
の
御
田
は
、
旧
正
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。『
高
野
山
周

辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』（
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
編　

二
〇
一
五
）
に
よ
れ
ば
、
以
前
は
こ
の
五
か
所
以
外
に
も
御
田
が
行

わ
れ
て
い
た
。
現
在
、
か
つ
ら
ぎ
町
渋
田
で
は
御
田
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
伊
都
郡
志
富
田
荘
東
志
富
田
村

の
蟻
通
神
社
の
項
に
は
「
毎
年
正
月
十
一
日
御
田
植
と
い
へ
る
神
事
あ
り　

神
職
禰
宜
あ
つ
ま
り
田
植
え
の
状
を
な
し
て
米
を
蒔
く　

参
詣
の
人
こ
れ
を
拾
ひ
十
五
日
の
粥
に
入
れ
食
し
て
年
中
の
邪
気
を
除
く
と
い
ふ
」（
仁
井
田　

一
九
一
〇
）
と
あ
る
。

本
稿
で
は
、
高
野
山
周
辺
の
御
田
の
事
例
と
し
て
、
紀
美
野
町
真
国
地
区
の
真
国
丹
生
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る
御
田
を
紹
介
す
る
。

真
国
地
区
の
御
田
は
、
地
元
住
民
に
代
わ
り
、
高
校
生
が
演
者
と
し
て
継
承
し
て
お
り
、
消
滅
す
る
伝
統
文
化
の
継
承
の
形
態
と
し
て



 ― 284 ― 

注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
鞍　

二
〇
一

四
、
小
野
田　

二
〇
一
五
）。
し
か
し
、
高

校
生
た
ち
は
自
分
た
ち
が
継
承
す
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
が
、
地
元
住
民
た
ち
に
御

田
を
演
じ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
（
小

野
田　

二
〇
一
五
）。
た
だ
し
、
何
度
も
継

承
が
断
絶
し
て
お
り
、
地
元
住
民
が
行
っ

て
い
た
も
の
と
は
異
な
っ
た
形
で
演
じ
ら

れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
地
元
住
民
が
御
田

を
行
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
経

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
か
を
記
録
し
、

地
元
住
民
が
行
っ
て
い
た
戦
前
の
形
態
を

復
元
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

二　

真
国
地
区
の
概
要

真
国
地
区
は
和
歌
山
県
海
草
郡
旧
美
里

町
（
現
在
、
紀
美
野
町
）
に
属
し
、
貴
志

川
の
支
流
の
真
国
川
流
域
に
位
置
し
て
い
る
。
真
国
地
区
は
北
野
・
初
生
谷
・
花
ノ
原
・
蓑
津
呂
・
真
国
宮
・
蓑
垣
内
・
井
堰
の
集
落

か
ら
な
り
、
真
国
川
と
並
行
す
る
高
野
街
道
沿
い
に
点
在
し
て
い
る
。
山
が
真
国
川
に
迫
り
、
全
体
的
に
平
地
が
狭
小
で
あ
る
た
め 図１　高野山周辺の御田マップ
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に
、
林
業
や
畑
作
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、
棚
田
や
隠
田
も
散
在
し
て
い
る
。
真
国
丹
生
神
社
が
鎮
座
す
る
真
国
宮
は
中
心
地
で
あ

り
、
平
地
が
開
け
て
お
り
、
水
田
が
多
く
、
集
住
し
て
い
て
商
店
も
あ
り
、
以
前
は
製
材
所
も
あ
っ
た
。

真
国
荘
は
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
に
鳥
羽
院
を
本
家
と
し
、
藤
原
成
通
を
領
家
と
す
る
荘
園
と
し
て
成
立
し
、
そ
の
様
子
は
神
護

寺
所
蔵
「
神
野
真
国
荘
園
絵
図
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
、
神
護
寺
領
と
な
っ
た
が
、
承
久
の
乱
（
一
二
二
一
）
後

に
後
高
倉
院
の
寄
進
に
よ
っ
て
高
野
山
寺
領
と
な
っ
た
。

三　

真
国
御
田
の
歴
史

高
野
山
周
辺
で
は
、
旧
正
月
に
行
わ
れ
る
予
祝
儀
礼
と
し
て
の
稲
作
の
芸
能
を
、
一
般
的
に
御
田
と
呼
ぶ
が
、
真
国
地
区
で
は
「
真

国
御
田
春
鍬
規
式
」
を
正
式
名
称
と
し
て
い
る
。
こ
の
名
称
は
、
台
本
の
表
題
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

地
元
の
伝
承
で
は
、
真
国
の
御
田
は
六
百
年
以
上
前
に
大
阪
の
住
吉
大
社
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
示
す
記
録
は

見
ら
れ
な
い
。
住
吉
大
社
の
御
田
は
、
六
月
に
行
わ
れ
て
お
り
、
実
際
に
神
田
に
お
い
て
苗
を
植
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
終
わ

り
、
真
国
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
現
在
の
御
田
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
真
国
丹
生
神
社
の
神
主
を
務
め
て
い
た
高
岡
家
文
書
（
現
在
、

和
歌
山
県
立
博
物
館
寄
託
、『
和
歌
山
県
史
』
に
中
世
文
書
翻
刻
、『
美
里
町
誌
』
に
近
世
文
書
翻
刻
）
に
も
御
田
に
関
す
る
文
書
は
見

ら
れ
な
い
。
真
国
丹
生
神
社
は
近
世
前
期
の
火
災
に
よ
っ
て
、
記
録
類
も
消
失
し
て
お
り
、
社
務
所
に
は
そ
れ
以
降
の
近
世
・
近
代
の

古
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
御
田
に
関
す
る
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
真
国
丹
生
神
社
文
書
に
は
、
文
政
七
年
（
一

八
二
四
）
九
月
の
「
氏
神
様
江
翁
献
上
諸
入
用
帳
」
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
真
国
丹
生
神
社
に
天
野
川
能
大
夫
が
翁
舞
を
奉
納

し
た
時
の
費
用
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。

戦
前
は
、
真
国
丹
生
神
社
の
氏
子
で
あ
る
北
野
・
初
生
谷
・
花
ノ
原
・
蓑
津
呂
・
真
国
宮
・
蓑
垣
内
・
井
堰
の
七
集
落
が
交
代
で
御
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田
を
演
じ
て
い
た
。
そ
の
際
に
は
、
各
集
落
で
演
者
を
そ
ろ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
演
者
の
年
齢
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た

と
い
う
。
戦
時
中
に
徴
兵
の
た
め
に
、
男
性
が
少
な
く
な
り
、
御
田
が
中
断
し
た
。

戦
前
の
記
録
と
し
て
は
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
三
三
）
の
森
下
信
一
「
御
田
規
式
実
記
」（
図
２
）
が
あ
り
、
同
年
に
撮
影
さ
れ
た
演

者
の
写
真
も
残
っ
て
い
る
（
図
３
）。
新
井
恒
易
『
農
と
田
遊
び
の
研
究
』（
新
井　

一
九
八
一
）
に
は
、
明
治
頃
に
仲
谷
浪
之
助
が
整

理
し
た
台
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

道
具
と
し
て
は
、
面
（
花
賀
之
丞
・
福
太
郎
・
牛
）、
太
鼓
、
サ
サ
ラ
、
衣
装
、
鍬
（
福
太
郎
の
も
の
が
花
賀
之
丞
の
も
の
に
比
べ

て
短
い
）、
鎌
な
ど
が
あ
る
。
年
代
が
分
か
る
も
の
と
し
て
は
、
牛
の
面
が
あ
る
。
そ
の
内
側
に
「
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
」
の
文
字

が
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
の
作
成
と
考
え
ら
れ
る
（
図

４
）。戦

後
、
御
田
が
復

活
し
て
少
し
の
間
は

行
わ
れ
て
い
た
が
、

ま
た
中
断
し
た
と
言

わ
れ
る
。
昭
和
五
六

年
（
一
九
八
一
）
発

行
の
新
井
恒
易
『
農

と
田
遊
び
の
研
究
』

（
新
井　

一
九
八
一
）

に
は
「
今
で
は
中
絶

図３　昭和 18年の御田（森下富夫氏蔵）

図２　森下信一「御田規式実記」
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状
態
に
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
〜
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
二
）
に
和
歌
山
市
民
会
館
に
お

い
て
行
わ
れ
た
広
域
市
町
村
圏
郷
土
芸
能
競
演
会
に
真
国
の
御
田
が
出
演
し
て
お
り
、
舞
台
の
様
子
は
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
に
保

管
さ
れ
た
ビ
デ
オ
に
記
録
さ
れ
る
と
と
も
に
、『
真
国
御
田
春
鍬
規
式
』（
真
国
御
田
の
舞
保
存
会
編　

一
九
九
四
）
の
口
絵
写
真
に
使

用
さ
れ
て
い
る
（
図
５
）。

そ
の
後
、
真
国
小
学
校
に
お
い
て
御
田
が
復
活
し
て
お
り
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
二
月
一
九
日
に
真
国
小
学
校
体
育
館
で
小
学

五
、
六
年
生
に
よ
っ
て
御
田
が
演
じ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
台
詞
や
演
技
が
難
し
い
た
め
に
、
小
学
生
向
け
に
変
更
さ
れ
た
。
現
在
演
じ

ら
れ
て
い
る
御
田
の
動
作
は
、
そ
の
時
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
七
月
〜
九
月
の
世
界
リ
ゾ
ー
ト
博
で
御
田

が
演
じ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
途
絶
え
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
、
休
校
と

な
っ
て
い
た
真
国
小
学
校
の
校
舎
を
使
用
し

て
、
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
（
平
成

二
八
年
四
月
以
降
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学

校
）
が
開
校
し
た
（
山
上　

二
〇
一
三
）。

平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
一
一
月
二
二
日

の
第
一
回
世
界
民
族
祭
in
紀
美
野
の
前
夜
祭

に
お
い
て
、
一
期
生
の
卒
業
研
究
と
し
て
御

田
が
演
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
翌
年
二
月
三
日
の

真
国
丹
生
神
社
の
祭
礼
に
お
い
て
御
田
が
演

図４　牛の面の墨書

図５　広域市町村圏郷土芸能競演会
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じ
ら
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
真
国
丹
生
神
社
の
氏
子
で
あ
る
七
集
落
が
祭
礼
を
主
催
し
、
野
上
八
幡
宮
宮
司
が
祭
祀
を
行
い
、
り
ら
創
造

芸
術
高
等
専
修
学
校
（
当
時
）
が
御
田
を
奉
納
し
て
い
る
。

現
在
の
御
田
は
、
明
治
期
の
台
本
を
も
と
に
し
て
お
り
、
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
（
当
時
）
に
在
籍
し
て
い
た
海
津
由
布
子

が
、
和
歌
山
大
学
教
授
の
海
津
一
朗
の
指
導
の
下
に
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
（
海
津　

二
〇
〇
一
）。
平
成
二
一
年
に
御
田
が
復
活
し

て
か
ら
は
、
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
（
当
時
）
の
生
徒
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
の
御
田

で
は
、
地
元
の
住
民
が
牛
役
を
演
じ
、
地
元
住
民
の
参
加
が
実
現
し
た
。

五　

真
国
御
田
の
概
要

真
国
の
御
田
は
、
旧
正
月
七
日
に
真
国
丹
生
神
社
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
日
程
は
氏
子
が
話
し
合
っ
て
決
め
る
た
め

に
事
情
に
よ
っ
て
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
る
。
近
年
の
開
催
日
時
は
、
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
は
二
月
一
六
日
一
一
時
、
平
成
二

六
年
（
二
〇
一
四
）
は
二
月
六
日
一
四
時
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
二
月
二
五
日
一
一
時
、
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
二
月
一
四

日
は
一
一
時
、
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
は
二
月
二
日
一
三
時
三
〇
分
か
ら
行
わ
れ
た
。

以
前
は
舞
殿
で
御
田
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
が
、
舞
殿
は
取
り
壊
さ
れ
て
現
在
は
な
い
た
め
に
、
本
殿
の
前
に
あ
る
拝
殿

で
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
殿
に
向
か
っ
て
左
側
の
拝
殿
で
御
田
が
演
じ
ら
れ
、
右
側
に
氏
子
や
参
観
者
が
座
る
。
拝
殿
の
左
後
ろ
が
楽

屋
と
し
て
使
用
さ
れ
、
演
者
は
本
殿
に
向
か
っ
て
左
手
か
ら
出
入
り
す
る
。
真
国
丹
生
神
社
の
祭
礼
以
外
で
は
、
一
〇
月
の
り
ら
創
造

芸
術
高
等
専
修
学
校
（
当
時
）
で
開
催
さ
れ
て
い
た
世
界
民
族
祭
に
お
い
て
演
じ
ら
れ
た
。
御
田
は
神
社
で
奉
納
さ
れ
る
前
提
で
あ
る

た
め
に
簡
易
の
鳥
居
を
設
営
し
て
演
じ
ら
れ
て
い
た
。
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
の
世
界
民
族
祭
は
、
紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
紀
美
野
町
も
関
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
御
田
は
演
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

御
田
の
演
者
は
、
一
〇
月
の
世
界
民
族
祭
に
向
け
て
夏
ま
で
に
、
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
（
当
時
）
の
生
徒
に
よ
っ
て
決
め
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高野山周辺の御田―真国を中心に

ら
れ
、
練
習
が
開
始
さ
れ
る
。
真
国
丹
生
神
社
で
行
う
御
田
の
主
役
で
あ
る
花
賀
之
丞
と
福
太
郎
の
役
は
、
世
界
民
族
祭
と
同
じ
で
あ

る
。
そ
の
他
、
早
乙
女
や
囃
子
は
そ
の
都
度
変
更
さ
れ
た
。

平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
年
）
は
、
一
三
時
か
ら
氏
子
と
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
（
当
時
）
の
生
徒
が
、
掃
除
や
会
場
整
備

な
ど
の
準
備
を
行
っ
た
。
一
三
時
五
五
分
に
区
長
が
開
式
の
辞
を
述
べ
、
宮
司
が
修
祓
、
献
饌
、
祝
詞
奏
上
を
行
い
、
玉
串
奉
奠
（
神

主
↓
総
代
長
・
総
代
↓
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
（
当
時
）
の
校
長
↓
生
徒
代
表
主
役
二
名
）、
撤
饌
を
し
、
一
四
時
〇
八
分
に

神
主
が
礼
を
し
て
祭
典
が
終
わ
っ
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
設
営
し
直
し
、
一
四
時
一
五
分
に
御
田
が
始
ま
っ
た
（
表
１
）。
一
四
時
四
一
分
に
終
了
す
る
。
そ
の
後
、
境
内

で
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
（
当
時
）
の
創
作
ダ
ン
ス
と
歌
が
披
露
さ
れ
た
。
氏
子
と
生
徒
で
会
場
の
片
づ
け
を
行
っ
た
。
御
田

の
後
に
行
わ
れ
る
催
し
は
、
毎
年
異
な
っ
て
い
る
。

昭
和
一
八
年
の
写
真

以
上
の
よ
う
に
、
御
田
に
住
民
が
演
者
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
御
田
が
地
域
に
戻
さ
れ
る
方
向
が
見
出
さ
れ
て
き
た
が
、

真
国
小
学
校
や
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
（
当
時
）
で
演
じ
ら
れ
て
き
た
御
田
は
地
元
住
民
で
演
じ
ら
れ
た
も
の
と
は
変
わ
っ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
御
田
を
地
元
住
民
に
戻
し
た
い
と
考
え
る
時
に
、
地
元
住
民
が
演
じ
て
い
た
御
田
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
の
か
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

今
と
な
っ
て
は
、
演
じ
た
経
験
の
あ
る
住
民
は
お
ら
ず
、
見
聞
し
た
住
民
も
幼
少
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
戦
後
に
行
わ
れ
た
御
田
の

様
子
は
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
御
田
に
関
す
る
歴
史
資
料
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
周
辺
に

残
る
御
田
と
の
比
較
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

伊
藤
信
明
（
伊
藤　

二
〇
一
三
）
は
、
高
野
山
周
辺
に
残
る
五
か
所
（
か
つ
ら
ぎ
町
天
野
の
丹
生
都
比
売
神
社
、
か
つ
ら
ぎ
町
花
園
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現
在
の
台
本
（「
春
鍬
規
式
の
実
記
」）

動
作

森
下
信
一
『
御
田
規
式
実
記
』

（
無
言
）

花
賀
の
丞
が
先
導
し
、
福
太
郎
が
少
し
後
ろ
に
付
い
て
右
手

で
扇
を
あ
お
ぎ
な
が
ら
楽
屋
か
ら
出
て
き
て
、
反
時
計
回
り

で
一
周
し
て
楽
屋
へ
は
け
る
。

見参
花
・
福
：
参
り
候
。
世
の
中
が
よ
け
れ
ば
花
賀
之
丞
こ
そ
参

り
候
。
参
り
候
、
参
り
候
。

両
：
花
賀
之
丞
は
、
参
り
候
が
。
ど
の
方
が
、
よ
き
方
と
、

問
い
候
へ
ば
。
四
角
八
方
が
よ
き
事
と
申
し
。
先
ず
こ
の

方
に
向
い
て
。
鍬
ぞ
め
し
候
の
う
。

鍬
の
風
呂
を
上
に
し
て
持
っ
て
、
福
太
郎
・
花
賀
の
丞
の
順

に
登
場
す
る
。
左
側
に
花
賀
の
丞
、
右
側
に
福
太
郎
が
並

ぶ
。

二
人
が
向
き
合
っ
て
、
一
緒
に
口
上
を
述
べ
、
鍬
の
柄
で
地

面
を
二
回
叩
く
。

二
人
で
台
詞
を
言
う
。

花
賀
の
丞
が
台
詞
に
合
わ
せ
て
方
角
を
示
す
よ
う
に
開
い
た

ま
ま
左
手
で
切
る
よ
う
に
左
右
・
中
央
に
動
か
す
。

〽
参
り
候
〳
〵
〳
〵
世
の
中
良
け
れ
ば

花
賀
の
丞
こ
そ
参
り
候

花
賀
の
丞
は　

参
り
候
が　

ど
の
方
が

良
き
方
と
問
候
得
ば　

四
角
八
方

良
き
方
と
申
す　

先
此
の
方
に
向
ひ
て

鍬
初
し
候　

の
ふ　

ヲ
ヽ

鍬初め
福
：
の
う
、
あ
ー
春
鍬
そ
よ
の
こ
。

両
：
打
ち
出
の
小
槌
。
打
ち
出
の
小
槌
。
打
ち
出
の
小
槌
。

打
ち
出
の
小
槌
。

花
：
一
の
鍬
を
打
っ
て
、
引
き
起
こ
し
。
鼻
に
当
て
嗅
い
で

み
て
候
へ
ば
。
か
し
か
れ
給
ふ
鍬
ぶ
り
の
、
か
ざ
が
ほ
う

が
と
し
候
の
う
。

福
：
お
ー
、
春
鍬
そ
よ
の
こ
。

両
：
打
ち
出
の
小
槌
（
こ
づ
ち
）。
打
ち
出
の
小
槌
。
打
ち

出
の
小
槌
。
打
ち
出
の
小
槌
。

福
：
二
の
鍬
打
っ
て
引
き
起
こ
し
。
鼻
に
嗅
い
で
候
へ
ば
、

萬
（
よ
ろ
ず
）
悦
び
た
れ
。
原
太
平
四
十
万
方
の
宝
、
当

庄
へ
奉
賀
と
し
候
の
う
。

花
：
春
鍬
打
ち
候
が
。
お
祝
い
の
牛
呼
び
候
。

二
人
が
台
詞
に
合
わ
せ
て
、
体
を
斜
め
に
し
て
各
々
の
右
側

を
鍬
で
地
面
を
掻
く
。

花
賀
の
丞
が
自
身
の
右
側
の
地
面
を
鍬
で
引
き
起
こ
す
と
同

時
に
、
右
側
に
体
を
か
が
め
て
、
手
で
土
を
す
く
い
、
鼻
で

嗅
ぐ
。

二
人
が
台
詞
に
合
わ
せ
て
、
体
を
斜
め
に
し
て
各
々
の
右
側

の
地
面
を
鍬
で
掻
く
。

福
太
郎
が
自
身
の
右
側
の
地
面
を
鍬
で
引
き
起
こ
す
と
同
時

に
、
右
側
に
体
を
か
が
め
て
、
手
で
土
を
す
く
い
、
鼻
で
嗅

ぐ
。

二
人
が
客
に
向
き
、
花
賀
の
丞
の
台
詞
が
終
わ
る
と
、
福
太

郎
が
楽
屋
に
戻
る
。

〽
ア
ー
春
鍬
そ
よ
の
こ

〽
打
出
の
小
槌
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵

一
の
鍬
を
打
っ
て
引
起
し　

鼻
に
当
て
か
い
で
候
へ
ば
、
か

し
か
れ
給
ふ　

鍬
ふ
れ
の　

か
ざ
が　

は
う
が
と
し
候
の
ふ　

ヲ
ヽ

春
鍬
そ
よ
の
こ　

〽
打
出
の
小
槌
〳
〵
〳
〵

二
の
鍬
打
っ
て
引
起
し　

鼻
に
当
て　

嗅
い
で
候
へ
ば　

萬

悦
た
り　

原
太
平
四
十
万
方
の
宝　

当
庄
へ
は
ら
が
と
し
候

の
ふ　

ヲ
　ヽ

ア
ヽ
春
鍬
そ
よ
の
こ

〽
打
出
の
小
槌
〳
〵
〳
〵

春
鍬
を
打
ち
候
が　

御
祝
の
牛
呼
び
候

牛使い
花
：
是
よ
り
も
西
の
国
。
う
す
ぎ
の
う
ち
ゅ
う
じ
う
か
ら
、

参
る
べ
き
も
の
は
。
千
の
牛
、
万
の
ま
る
。
千
の
牛
、
万

の
ま
る
。
是
も
お
祝
い
で
、
三
度
呼
ば
ね
ば
参
り
候
は

ぬ
。
是
よ
り
も
西
の
国
。
う
す
ぎ
の
う
ち
う
ど
か
ら
参
る

べ
き
も
の
は
。
千
の
牛
、
万
の
ま
る
。
牛
を
つ
か
い
候
。

此
の
処
へ
参
る
ま
じ
き
も
の
は
、
天
下
の
悪
事
、
内
外

（
な
い
げ
）
の
自
由
（
じ
ょ
う
）。
病
む
と
い
う
こ
と
伏
す

花
賀
之
丞
が
正
面
を
向
い
て
一
人
で
台
詞
を
言
う
。「
牛
を

つ
か
い
候
」
が
言
い
終
わ
る
こ
ろ
に
、
福
太
郎
が

「
ち
ょ
ー
」
と
言
っ
て
牛
を
操
り
な
が
ら
、
楽
屋
か
ら
出
て

く
る
。

是
よ
り
も
西
の
国　

う
す
ぎ
の　

う
ち
う
ど
か
ら
参
る
べ
き

者
は　

千
の
牛　

万
の
ま
る
く　

是
も
御
祝
で
三
度
よ
ば
ね

ば
参
り
候
は
ぬ

是
よ
り
も
西
の
国　

う
す
ぎ
の
う
ち
う
ど
か
ら
参
る
べ
き
者

は　

千
の
牛　

万
の
ま
る　

牛
使
い
候　

此
の
所
へ
参
る
ま

じ
き
者
は　

天
下
の
悪
事　

内
げ
の
ふ
じ
よ

表
１　

真
国
御
田
台
詞
・
動
作
対
応
表
（
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
編　

二
〇
一
六
）
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高野山周辺の御田―真国を中心に
牛使い 　

と
い
う
。
他
方
世
界
左
せ
い
。
此
の
処
へ
参
る
べ
き
も
の

は
来
い
。
萬
悦
び
た
れ
。
原
太
平
、
四
十
万
方
の
宝
は
当

庄
へ
右
（
ひ
ょ
う
）
せ
い
。
牛
を
つ
か
い
候
が
、
畔
は
つ

り
候
。
お
お
、
春
鍬
そ
よ
の
こ
。

福
：
お
ー
、
春
鍬
そ
よ
の
こ
。
お
ー
、
春
鍬
そ
よ
の
こ
。

花
：
畔
を
は
つ
り
候
が
お
祝
い
の
牛
あ
げ
候
。
牛
あ
げ
候
。

花
：
苗
代
時
に
は
、
水
が
冷
や
こ
う
て
、
上
げ
下
ろ
し
に
牛

が
踊
り
候
。

福
太
郎
と
牛
が
、
花
賀
之
丞
の
左
側
に
位
置
す
る
。

花
賀
之
丞
が
台
詞
を
言
い
終
わ
る
と
、
鍬
を
地
面
に
置
き
、

福
太
郎
か
ら
牛
を
受
け
取
り
、「
ち
ょ
ー
、
き
ょ
ー
せ
い
」

と
言
い
な
が
ら
牛
を
操
っ
て
、
時
計
回
り
に
一
周
回
っ
て
元

の
位
置
に
戻
る
。
福
太
郎
に
牛
を
返
し
て
、
鍬
を
持
つ
。

花
賀
之
丞
の
台
詞
が
終
わ
る
と
、
牛
が
「
も
ー
、
も
ー
」
と

暴
れ
だ
し
、
福
太
郎
が
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
お
ー
、
お
ー
」
と
言
い
な
が
ら
綱
で
操
ろ
う
と
す
る
。
牛

が
落
ち
着
く
と
、
花
賀
之
丞
が
楽
屋
に
退
き
、
福
太
郎
が

「
ち
ょ
ー
」
と
言
い
な
が
ら
牛
を
操
り
な
が
ら
付
い
て
行
く
。

病
む
と
言
ふ
事　

ふ
す
と
言
ふ　

多
方
世
界
左
せ
い　

此
の

所
へ
参
る
べ
き
者
は　

万
悦
た
り　

原
太
平
四
十
万
方
の
宝　

当
庄
へ
右
せ
い　

牛
を
使
ひ
候
が　

畦
を
は
つ
り
候　

ア
ヽ
春
鍬
そ
よ
の
こ
〳
〵
〳
　〵

畦
を
は
つ
り
候
が
御
悦
の
牛
上
候　

牛
上
候
が　

苗
代
時
に
は　

水
が
冷
て　

上
下
に　

牛
が
踊
り
候　

畔はつり
花
：
苗
代
を
な
ら
し
候
の
う
。

花
：
お
ー
ぬ
ん
め
ら
、
な
ん
だ
ら
、
な
ん
だ
ら
、
な
ん
だ

ら
、
な
ん
だ
ら
。
な
ん
だ
ら
と
、
肥
持
ち
候
の
お
ー
。

花
賀
之
丞
が
鍬
を
持
っ
て
一
人
で
登
場
し
、
客
に
向
い
て
台

詞
を
言
う
。

花
賀
之
丞
が
台
詞
に
合
わ
せ
て
、
鍬
の
袋
を
立
て
て
、
左
右

に
三
回
苗
代
を
均
す
。

苗
代
を
な
う
し
候
の
ふ

〽
ヲ
　ヽ

〽
ぬ
ん
め
ら　

〽
な
ん
ざ
ら
〳
〵
〳
　〵

な
ん
ざ

ら
と

肥さがし（肥まき）
福
：
お
ー
。
肥
持
ち
候
が
。
五
月
は
な
が
ら
農
と
申
し
。
多

う
作
り
し
も
の
も
、
少
な
く
作
り
し
も
の
も
。
忙
し
う
て

け
れ
。
殿
原
達
の
御
用
遊
ば
す
所
へ
ま
か
り
出
て
、
推
参

申
さ
ば
、
ほ
こ
る
と
い
う
。
よ
し
よ
し
、
ほ
こ
ら
ば
ほ
こ

れ
、
恩
賞
の
向
（
し
）
し
て
、
こ
お
く
か
い
さ
へ
。
せ
ら

れ
候
へ
ば
、
肥
は
持
ち
候
。
え
い
や
ぁ
ー
う
ん
。
さ
て
も

福
太
郎
は
、
力
を
ほ
ん
に
入
れ
お
か
れ
、
重
う
候
。
こ
の

肥
三
荷
（
さ
ん
が
）
持
た
ば
、
千
町
（
せ
ん
ち
ょ
う
）
へ

さ
が
す
と
言
う
。
肥
を
さ
が
し
候
。
ぽ
ー
い
、
ぽ
ー
い
。

　

大
家
に
も
小
家
に
も
。
豆
米
か
わ
い
た
が
、
こ
え
が
ね
ぼ

う
て
。
ぽ
ー
い
、
ぽ
ー
い
。

花
賀
之
丞
の
台
詞
の
後
、
福
太
郎
が
肥
桶
を
天
秤
棒
で
担
い

で
登
場
し
、
花
賀
之
丞
の
右
側
に
来
て
、
肥
桶
を
置
く
。

福
太
郎
が
と
肥
桶
を
担
ぐ
。

福
太
郎
が
肥
桶
の
肥
を
柄
杓
で
撒
い
て
回
る
。

肥
を
撒
き
終
わ
る
と
、
福
太
郎
を
先
頭
に
、
花
賀
之
丞
が
楽

屋
に
退
く
。

〽
糞
持
候
が　

五
月
は
長
ら
農
と
申
し　

多
作
る
者
も　

少

の
ふ
作
る
者
も　

忙
し
ふ
て
け
れ
ば　

殿
原
達
の
御
用
遊
ば

す
所
へ　

ま
か
り
出　

推
参
申
さ
ば　

ほ
こ
る
と
い
ふ　

よ

し
く　

ほ
こ
ら
ば　

ほ
こ
れ　

御
じ
や
う
の
向
へ
と
し
て　

こ
を
く
ん
か
い
さ
へ
せ
れ
ば
候
へ
ば　

糞
は
持
候　

ハ
ァ
ゑ

い
や
ら
ん　

扨
も
福
太
郎
殿
は　

力
を
ほ
ん
に
入
れ
置
れ
重

候　

此
の
糞
三
荷
持
た
う
ば　

千
町
へ
も
さ
が
す
と
言
ふ　

糞
を
さ
が
し
候　

ぽ
い
〳
　〵

大
家
に
も　

小
家
に
も　

豆
米
に　

か
は
い
た
が　

糞
が　

ね
ぼ
う
て　

ぽ
い
〳
〵
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苗代ならし
花
：
苗
代
を
な
ら
し
候
。
の
う
福
太
郎
。

福
：
お
ー
ぬ
ん
め
ら
、
な
ん
だ
ら
、
な
ん
だ
ら
、
な
ん
だ
ら

と
。

福
：
水
口
祭
の
次
第
。

花
賀
之
丞
が
鍬
二
本
を
持
ち
、
福
太
郎
が
何
も
持
た
ず
登
場

し
、
右
に
花
賀
之
丞
、
左
に
福
太
郎
が
客
を
向
い
て
立
つ
。

花
賀
之
丞
が
福
太
郎
に
鍬
を
渡
す
。

福
太
郎
の
台
詞
に
合
わ
せ
て
、
二
人
同
時
に
鍬
で
左
右
に
三

回
地
面
を
均
す
。

台
詞
の
後
、
福
太
郎
を
先
頭
に
花
賀
之
丞
が
楽
屋
に
退
く
。

苗
代
を
揃
し
候　

の
ふ　

〽
ヲ
　ヽ

〽
ぬ
ん
め
ら　

〽
な
ん

ざ
ら
〳
〵
〳
　〵

〽
な
ん
ざ
ら
と

〽
水
口
祭
の
次
第　

水口祭
福
：
三
所
（
み
ど
こ
ろ
）
へ
米
そ
な
え
候
。

花
：
や
ん
ら
田
、
の
し
り
、
花
賀
之
丞
が
。
社
塔
大
伽
藍

（
し
ゃ
と
う
だ
い
が
ら
）
の
御
前
の
仏
法
の
種
を
、
西
方

の
手
に
。

福
：
福
し
ゃ
ら
り
、
福
し
ゃ
ら
り
ん
と
。
打
ち
蒔
き
、
一
束

か
い
刈
り
て
、
つ
い
ほ
う
つ
い
で
御
覧
、
十
二
合
入
り
の

御
桝
に
、
九
石
八
斗
（
き
ゅ
う
こ
く
は
っ
と
）
ば
か
り
付

か
せ
た
ま
う
ど
や
ら
ん
。
水
口
祭
り
、
御
坊
た
ち
の
数
珠

の
緒
、
袈
裟
の
緒
。
と
ん
ぶ
と
ん
ぶ
。
殿
原
達
の
大
力
。

と
ん
ぶ
と
ん
ぶ
。

福
太
郎
が
米
の
入
っ
た
三
宝
を
三
つ
小
さ
な
板
に
の
せ
て

持
っ
て
く
る
。

本
殿
の
前
の
中
央
・
右
・
左
の
三
か
所
に
三
宝
を
置
き
、
そ

れ
ぞ
れ
座
っ
て
拝
む
。
正
面
に
戻
り
、
三
宝
を
の
せ
て
い
た

板
を
置
き
、
客
に
向
か
っ
て
立
つ
。
そ
こ
に
花
賀
之
丞
が
鍬

と
箕
を
持
っ
て
、
福
太
郎
の
左
横
に
や
っ
て
く
る
。

花
賀
之
丞
が
福
太
郎
に
箕
を
渡
し
、
台
詞
を
言
う
。

福
太
郎
が
箕
を
持
っ
て
種
籾
を
播
き
、
花
賀
の
丞
が
鍬
で
土

を
掛
け
な
が
ら
、
時
計
回
り
に
回
る
。

台
詞
が
終
わ
る
と
、
花
賀
の
丞
が
先
頭
に
な
り
、
二
人
が
楽

屋
に
退
く
。

三
所
へ
米
そ
な
へ

と
な
へ
事

〽
や
ん
ら
田
の
し
り　

花
賀
の
丞
が　

社
頭
大
が
ら
の
御
前

な
仏
法
の
種
を
西
方
の
手
に　

福
舎
羅
利
く
と　

打
蒔
き　

壱
束　

か
い
刈
っ
て　

つ
い
ほ
を
つ
い
で
ご
ら
ん　

拾
弐
合

入
の
御
枡
に
九
石
八
斗
ば
か
り　

付
せ
給
ふ
と　

や
ら
ん

御
坊
達
の
数
珠
の
緒　

け
さ
の
緒
と
ん
ぷ
〳
　〵

殿
原
達
の　

大
力　

と
ん
ぶ
〳
　〵

種蒔き
花
：
花
賀
之
丞
、
萬
の
事
は
忘
れ
候
へ
ど
も
。
我
が
内
徳
は

忘
れ
候
は
ぬ
。
先
（
ま
ず
）
種
立
（
た
ね
た
）
て
戴
（
い

た
だ
き
）
候
。
種
を
蒔
き
候
の
う
、
お
ー
。
福
太
郎
。

花
：
ハ
ァ
蒔
い
た
り
。

福
：
福
の
種
。

福
：
さ
て
は
ま
た
福
の
種
。

花
：
社
塔
へ
も
福
の
種
。

花
賀
之
丞
が
先
頭
に
な
り
、
二
人
と
も
箕
を
持
っ
て
登
場

し
、
客
に
正
面
し
て
立
つ
（
花
賀
の
丞
が
右
、
福
太
郎
が

左
）。

各
々
が
自
分
の
台
詞
に
合
わ
せ
て
、
交
互
に
箕
か
ら
種
籾
を

つ
か
ん
で
右
側
の
地
面
に
播
く
。

花
賀
の
丞
は　

萬
の
事
は
忘
れ
候
へ
共　

我
内
徳
は
忘
れ
候

は
ぬ　

先
づ
種
立
戴
き
候　

種
を
蒔
き
候
の
ふ

〽
ヲ
ー　

〽
蒔
た
り

〽
福
の
種　

〽
扨
は
又　

〽
福
の
種　

〽
社
頭
へ
も　

〽
福
の
種　
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福
：
蒔
い
た
り
福
の
種
。

花
：
さ
て
は
ま
た
福
の
種
。

福
：
大
伽
藍
へ
も
福
の
種
。

花
：
蒔
い
た
り
福
の
種
。

福
：
さ
て
は
ま
た
福
の
種
。

花
：
両
大
官
（
り
ょ
う
だ
か
ん
）
へ
も
福
の
種
。

福
：
蒔
い
た
り
福
の
種
。

花
：
さ
て
は
ま
た
福
の
種
。

福
：
楽
屋
へ
も
福
の
種
。

花
：
蒔
い
た
り
福
の
種
。

福
：
さ
て
は
ま
た
福
の
種
。

花
：
殿
原
達
へ
も
福
の
種
。

福
：
蒔
い
た
り
福
の
種
。

花
：
さ
て
は
ま
た
福
の
種
。

福
：
そ
志
と
ね
福
の
種
。

花
：
番
頭
達
へ
も
福
の
種
。

福
：
蒔
い
た
り
福
の
種
。

花
：
さ
て
は
ま
た
福
の
種
。

福
：
惣
座
（
そ
ざ
）
へ
も
福
の
種
。

花
：
蒔
い
た
り
福
の
種
。

福
：
さ
て
は
ま
た
福
の
種
。

花
：
祈
誓
上
下
（
き
せ
じ
ょ
う
げ
）
福
の
種
。

福
：
旁
（
か
た
が
た
）
へ
も
福
の
種
。

花
：
蒔
い
た
り
福
の
種
。

福
太
郎
が
楽
屋
に
向
け
て
種
籾
を
播
く
。 

〽
扨
は
又　

〽
福
の
種

〽
蒔
た
り　

〽
福
の
種

〽
大
が
ら
へ
も　

〽
福
の
種

〽
扨
は
又　

〽
福
の
種

〽
蒔
た
り　

〽
福
の
種

〽
両
大
官
へ
も　

〽
福
の
種

〽
扨
は
又　

〽
福
の
種

〽
蒔
た
り　

福
の
種

〽
楽
屋
へ
も　

〽
福
の
種

〽
扨
は
又　

〽
福
の
種

〽
蒔
た
り　

〽
福
の
種

〽
殿
原
達
へ
も　

〽
福
の
種

〽
扨
は
又　

〽
福
の
種

〽
蒔
た
り　

〽
福
の
種

〽
そ
し
と
ね
へ
も　

〽
福
の
種

〽
番
頭
達
へ
も　

〽
福
の
種

〽
蒔
た
り　

〽
福
の
種

〽
扨
は
又　

〽
福
の
種

〽
惣
産
へ
も　

〽
福
の
種

〽
蒔
た
り
福
の
種

〽
扨
は
又　

〽
福
の
種

苗代の見回り
福
：
ま
ざ
、
蒔
い
た
り
。
種
を
播
き
候
が
。
苗
代
を
見
廻
り

候
の
う
。
お
ー
、
姥
（
う
ば
）
ら
が
申
す
事
に
は
、
今
年

は
草
木
は
吉
。
麦
世
の
中
も
よ
か
ろ
う
し
。
麦
お
も
搗

（
つ
）
き
干
さ
ぬ
か
。
莚
（
む
し
ろ
）
を
打
て
と
い
う
。

や
ー
い
、
そ
こ
な
、
冬
か
ら
湿
置
（
し
ま
め
し
い
）
た

る
。
藁
千
把
（
わ
た
せ
ん
ば
）
ば
か
り
に
、
細
縄
取
り
添

へ
て
。
早
う
も
っ
て
こ
い
。
金
法
師
（
か
な
ぼ
う
し
）。

ホ
ウ
―
、
は
や
芽
出
し
て
候
。

　

姥
ら
が
申
す
事
に
は
。
今
年
は
草
木
も
吉
、
五
月
に
は
雨

も
降
ろ
う
し
。
五
月
女
た
ち
に
蓑
（
み
の
）
お
も
ひ
ね
り

二
人
は
箕
を
持
ち
、
右
手
を
か
ざ
し
て
、
時
計
回
り
に
苗
代

を
見
て
回
る
。

花
賀
之
丞
が
楽
屋
に
退
き
、
福
太
郎
は
見
回
り
を
続
け
る
。

〽
ま
だ
蒔
た
り　

種
を
蒔
き
候
が　

苗
代
を
見
廻
り
候
の
ふ　

〽
ヲ
　ヽ

〽
姥
ら
が　

申
事
に
は　

今
年
は　

草
木
も
吉　

麦
世
の
中
も　

よ
か
ろ
う
し　

麦
を
も　

つ
き
ほ
さ
ぬ
か　

む
し
ろ
を
も
打
て
と　

言
ふ　

ヤ
イ　

そ
こ
な
冬
か
ら
し
め

し
置
い
た
る　

わ
ら
千
把
ば
か
り
に　

細
縄
取
そ
へ
て　

早

ふ　

持
っ
て
こ
い　

金
法
師　

〽
ホ
ウ
〳
　〵

〽
早
目
出
し

て
候

姥
ら
が　

申
事
に　

今
年
は　

草
木
も　

吉
し　

五
月
は　

雨
も
降
ふ
し　

五
月
女
達
に　

蓑
を
も

二人が種をまく。福太郎が楽屋に種を投げる。
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て
着
せ
ぬ
か
。
蓑
を
ひ
ね
れ
と
い
う
。
ヤ
ー
イ
、
そ
こ
な

る
冬
か
ら
湿
置
い
た
る
笹
み
千
把
ば
か
り
に
す
が
り
そ
、

取
り
添
へ
て
。
早
う
も
っ
て
こ
い
金
法
師
。
ホ
ウ
ホ
ウ
、

早
二
葉
に
な
っ
て
候
。

　

姥
ら
が
申
す
事
に
、
今
年
は
草
木
も
吉
。
五
月
女
た
ち
に

に
夏
帷
子
（
な
つ
か
た
び
ら
）
織
り
て
着
せ
ぬ
か
。
苧

（
お
）
を
つ
め
と
い
う
。
ヤ
ー
イ
、
そ
こ
な
冬
か
ら
湿
置

た
る
。
継
ぐ
そ
べ
そ
。
千
も
万
も
手
づ
ろ
う
、
津
ぼ
し
に

取
り
添
へ
て
。
早
う
も
っ
て
こ
い
金
法
師
。
ホ
ウ
ホ
ウ
、

早
植
え
丈
に
な
っ
て
候
が
、
国
々
の
ト
ウ
ド
ウ
達
を
諸
事

申
（
し
ょ
じ
も
う
し
）。
引
っ
か
け
植
え
さ
せ
候
の
う
。

　

ほ
う
、
千
人
。
東
国
千
人
、
南
国
千
人
、
西
国
千
人
。

五
千
人
の
ト
ウ
ド
ウ
、
早
々
参
れ
。

　

去
年
（
こ
ぞ
）
よ
り
も
や
。
今
年
は
、
世
は
吉
し
や
。
世

は
吉
し
や
。
早
稲
に
は
と
う
ど
く
。
中
稲
（
な
か
て
）
に

は
数
々
。
中
稲
に
は
数
々
。
中
稲
に
は
数
々
。

 

福
太
郎
が
、
苗
の
様
子
を
見
る
の
に
下
を
向
く
。

節
を
付
け
て
歌
う
よ
う
に
。

福
太
郎
が
楽
屋
へ
退
く
。

ひ
め
っ
て
き
せ
ぬ
か　

蓑
を
ひ
ね
れ
と
言
ふ　

ヤ
イ　

そ
こ

な　

冬
か
ら
し
め
し
置
い
た
る
笹
み　

千
把
ば
か
り
に　

す

が
ぞ
取
そ
へ
て　

早
ふ
持
て
来
い
金
法
師　

〽
ホ
ウ
〳
　〵

〽
早
二
葉
に
成
っ
て
候

姥
ら
が
申
事
に
は　

今
年
は
草
木
も
吉
し　

五
月
女
達
に　

夏
帷
子
も　

織
っ
て
着
せ
ぬ
か　

麻
を
も
つ
め
と
言
ふ　

ヤ

イ
そ
こ
な
冬
か
ら　

し
め
し
置
い
た
る　

続
そ
べ
そ　

千
も

万
も
手
つ
ら
う
つ
ぼ
し
に　

取
そ
へ
て　

早
ふ
持
て
来
い
金

法
師　

〽
ホ
ウ
〳
　〵

早
植
丈
に　

成
っ
て
候
が　

国
々
の

堂
々
達　

諸
事
申
し
引
か
け　

植
さ
せ
候
の
ふ　

〽
ヲ
　ヽ

〽
北
の
国　

〽
千
人　

東
国　

千
人
西
国　

〽
千
人　

〽

五
千
人
の
堂
々
達　

早
々
来
れ

歌
三
度
返
し

〽
こ
ど
よ
り
も
や　

今
年
は　

〽
世
は
吉
や
。　

世
は
吉
や　

早
稲
は　

と
う
ど
く　

中
稲
に
は
か
ず
〳
〵

舅・婿見参
花
：
国
々
の
ト
ウ
ド
ウ
達
は
参
り
候
。
御
祝
の
福
太
郎
呼
び

候
の
う
。

花
：
お
ー
、
福
太
郎
や
ー
い
、
福
太
郎
や
ー
い
。

花
：
是
も
御
祝
で
、
三
度
呼
ば
ね
ば
参
り
候
は
ぬ
。

花
：
福
太
郎
め
や
い
。

花
：
お
う
。

花
：
さ
て
も
福
太
郎
殿
は
、
声
は
す
れ
候
へ
ど
も
、
目
に
は

見
え
候
は
ぬ
。

花
：
今
度
に
お
い
て
地
を
も
く
ぐ
り
、
天
を
も
飛
。
は
た
と

ゆ
き
あ
い
、
こ
れ
ぞ
福
太
郎
な
れ
。

福
：
福
太
郎
は
福
太
郎
と
呼
ば
い
て
木
の
根
禿
（
つ
ぶ
）

れ
。

花
賀
之
丞
が
何
も
持
た
ず
に
登
場
し
、
中
央
で
客
に
正
面
し

て
台
詞
を
言
う
。

花
賀
之
丞
が
右
手
を
頬
に
付
け
て
、
楽
屋
に
向
か
っ
て
福
太

郎
を
呼
ぶ
。

花
賀
之
丞
が
、
右
手
の
指
を
三
本
立
て
、
そ
の
後
手
を
左
右

に
振
る
。

花
賀
之
丞
が
右
手
を
頬
に
付
け
て
、
楽
屋
に
向
か
っ
て
福
太

郎
を
呼
ぶ
。

楽
屋
か
ら
福
太
郎
が
返
事
を
す
る
。

花
賀
之
丞
が
楽
屋
に
退
く
。

花
賀
之
丞
が
福
太
郎
を
連
れ
て
戻
っ
て
く
る
。
途
中
で
花
賀

之
丞
が
、
福
太
郎
に
手
で
先
に
行
く
よ
う
に
合
図
す
る
。

客
と
対
面
し
て
立
ち
（
花
賀
之
丞
が
右
、
福
太
郎
が
左
）、

台
詞
を
言
う
。

花
賀
之
丞
が
右
手
で
福
太
郎
の
肩
を
叩
く

〽
国
々
の
党
々
達
は　

参
り
候
が　

御
悦
の
福
太
郎
呼
び
候

の
ふ

〽
ヲ
　ヽ

福
太
郎
や
い
〳
　〵

是
も
御
悦
で　

三
度
呼
ば
ね

ば　

参
り
候
は
ぬ　

福
太
郎
め
や
い　

扨
も　

福
太
郎
殿
は　

こ
ゑ
は
知
れ
候
へ
共　

同
に
見
へ
候
は
ぬ　

こ
ん
ど
に
於
て　

地
を
も
く
ゞ
り
天
を
も
飛
び
は
っ
た
と
行
合　

〽
是
ど
福
太

郎
な
れ

〽
福
太
郎
は
福
太
郎
と
呼
い
で
気
の
根
は
つ
ぶ
れ
。

福太郎が双葉を見下ろす。
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舅・婿見参
舅
殿
（
し
ゅ
う
と
ど
の
）
の
木
の
根
は
禿
れ
ば
禿
れ
。
我
ら

が
木
の
根
は
更
に
禿
れ
申
さ
ず
。
さ
そ
う
に
め
で
と
う

候
。
福
太
郎
は
遅
う
候
。

花
：
急
ぎ
候
は
ぬ
。

福
：
急
ぎ
い
わ
れ
は
。
隣
り
の
藤
太
郎
が
申
す
事
に
、
去
来

（
い
ざ
）
山
へ
行
こ
ら
と
い
う
。
榊
の
お
う
こ
を
追
尖

（
お
っ
と
が
し
）。
刃
（
や
い
ば
）
の
鎌
を
追
取
添
（
お
っ

と
り
そ
え
）。
よ
い
こ
俗
（
ざ
こ
）
へ
ぐ
し
ゃ
と
突
き
立

て
、
把
刈
（
か
い
か
）
り
て
は
ぽ
い
と
投
げ
、
ぽ
い
と
投

げ
。
隣
の
藤
太
郎
が
申
す
事
に
い
ざ
い
の
ら
と
い
う
。

ヤ
ー
け
ん
に
よ
う
も
。
な
や
と
と
り
あ
つ
め
て
。（
大
き

に
く
く
っ
て
）
ひ
つ
し
ご
う
で
見
て
候
へ
ば
。

花
：
シ
テ
、
そ
の
草
が
い
か
程
あ
り
て
候
。

福
：
一
連
片
重
（
い
ち
れ
ん
か
た
し
げ
）
に
て
候
。
五
月
は

壱
生
な
い
。
鍬
の
柄
に
も
蓑
を
着
せ
、
よ
の
子
の
手
に
も

我
が
手
に
し
。
事
の
落
着
き
が
済
み
候
へ
ば
。
牛
馬
は
さ

ん
ざ
ん
に
か
い
て
お
使
い
召
さ
れ
。

花
：
ア
ー
ラ
け
し
き
だ
か
き
な
る
婿
殿
や
。
色
の
ざ
ぐ
ろ
い

男
の
鼻
の
わ
き
に
は
あ
い
が
あ
る
。
国
々
の
ト
ウ
ド
ウ
達

の
若
衆
思
う
。
思
う
こ
と
は
さ
な
ん
な
れ
。

福
：
さ
な
ん
な
れ
と
は
何
候
ぞ
。

花
：
木
が
三
本
立
て
ば
森
と
定
め
る
。
人
が
三
人
寄
れ
ば
京

と
定
め
る
。
何
ぞ
や
福
太
郎
め
は
。

福
：
目
を
と
が
め
候
。
目
の
め
で
た
し
謂
わ
れ
を
語
っ
て
き

か
そ
う
。
目
一
朱
二
朱
。
五
朱
六
朱
、
拾
廿
に
い
た
る
ま

で
。
壱
千
座
を
得
ね
ば
身
は
い
お
と
が
め
候
。

花
：
福
太
郎
を
呼
ぶ
す
べ
知
り
候
は
ぬ
。

　

お
れ
ら
も
知
ら
ぬ
。
知
ら
ざ
教
せ
よ
う
。

福
太
郎
が
、
両
手
で
草
の
束
を
運
ぶ
仕
草
を
す
る
。

花
賀
之
丞
が
、
福
太
郎
の
言
葉
を
否
定
す
る
よ
う
に
、
右
手

を
左
右
に
振
る
。

 

花
賀
之
丞
が
、
右
手
の
指
を
三
本
立
て
、
そ
の
後
左
手
の
指

を
三
本
立
て
る
。

福
太
郎
が
、
手
を
上
に
あ
げ
て
指
で
数
字
を
示
す
。

福
太
郎
を
先
頭
に
、
二
人
が
楽
屋
に
退
く
。

〽
舅
殿
の
気
の
根
は
つ
ぶ
さ
ば
つ
ぶ
れ　

我
等　

木
の
根
を

更
に
つ
ぶ
れ
申
さ
ず　

〽
さ
そ
ふ
に
目
出
度
候　

福
太
郎
は

遅
ふ
候

〽
急
ぎ
候
は
ぬ　

〽
急
が
ぬ　

い
は
れ
は　

〽
急
が
ぬ　

い

わ
れ
は　

隣
の
藤
太
郎
が　

申
事
に　

い
ざ
山
へ
行
ら
と
言

ふ　

榊
の
お
こ
う　

追
突
し　

刃
の
鎌
を
追
取
そ
へ　

よ
い

小
俗
へ
ぐ
し
や
と
突
立
て　

か
い
刈
っ
て
は　

ぽ
い
と
な
げ

〳
〵

隣
の
藤
太
郎
が
申
事
に　

い
ざ
い
の
ら
と
言
ふ　

ア
リ
ヤ　

け
ん
に
よ
も　

な
や
と　

取
集
て　

ひ
っ
し
ご
う
て
見
て
候

へ
ば

〽
シ
テ
其
の
草
い
か
程
有
っ
て
は　

〽
壱
連
片
し
げ
に
て
候　

五
月
は
壱
生
も
無
い　

鍬
の
柄
に
も
蓑
を
着
せ　

よ
の
子
の

手
も　

我
が
手
に
し
事
の
落
着
済
候　

つ
ぱ　

牛
馬
は
ざ
ん

ざ
ん
に　

飼
っ
て　

御
使
め
さ
れ　

〽
ア
リ
ヤ　

け
し
き　

盛
り
の
聟
殿
や　

色
の
さ
黒
が
男
の
鼻
の
わ
き
に
は　

愛
が

有
る　

国
に
党
々
達
は
若
し
ふ
思
ふ　

〽
思
ふ
事
は　

さ
な

ん
な
れ　

〽
さ
な
ん
な
れ
と
を　

何
と
い
ふ　

〽
木
が
三
木

立
て
ば　

森
と
定
め
る　

人
が
三
人
寄
ば　

京
と
定
め
る　

何
ど
や　

福
太
郎　

目
は
目
を　

お
と
が
め
候　

〽
目
の
目

出
度
き　

謂
し
語
っ
て
聞
か
そ
う　

目
は
壱
朱　

二
朱
五
朱

六
朱
拾
廿
に
至
る
迄
一
千
座
を
得
ね
ば　

身
は
位
を　

と
が

め
候　

〽
お
れ
ら
福
太
郎　

呼
ぶ
す
べ
知
り
候
は
ぬ　

〽
お

れ
ら
も
知
ら
ぬ　

〽
し
ら
ざ
教
よ

苗取り
花
：
あ
れ
の
尾
に
。
渡
り
し
は
西
の
京
の
一
の
合
い
町
に
。

福
太
郎
こ
う
の
お
こ
う
の
お
と
。
何
と
の
お
庭
の
尾
に
渡

ら
せ
た
も
う
。
こ
な
た
へ
ざ
っ
と
立
入
げ
ん
ぞ
う
申
そ
う

と
な
ど
呼
ば
ん
。
左
様
に
呼
だ
ら
居
ら
り
ょ
う
か
。
あ
れ

太
鼓
一
名
と
サ
サ
ラ
二
名
が
登
場
し
、
太
鼓
一
名
と
サ
サ
ラ

一
名
が
右
手
に
、
サ
サ
ラ
一
名
が
左
手
に
座
る
。

花
賀
之
丞
を
先
頭
に
、
二
人
が
登
場
す
る
。

あ
れ
の
尾
に　

渡
り
し
は　

西
の
京
の　

一
の
合
町
の
福
太

郎
こ
う
の
う
〳
　〵

何
と
の
御
に
は
の
尾
に　

渡
ら
せ
給
ふ　

こ
な
た
へ　

ざ
う
と
立
入
げ
ん
ど
申
そ
と
な
ど
呼
ん　

〽
さ

よ
に
呼
た
ら
居
ら
れ
う
か
。　

あ
れ
の
尾
に
渡
り
し
は　

西

の
京
の
一
の
合
町
の
福
太
郎
こ
ら
の
う
〳
〵
何
と
の
御
に
は

の
尾
に
渡
ら
せ
給
ふ　

こ
な
た

福太郎が山を指す。
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苗取り 　

の
尾
に
渡
り
し
は
。
西
の
京
の
一
の
合
い
町
に
。
福
太
郎

こ
う
の
う
こ
う
の
う
と
。
何
と
の
お
庭
の
尾
に
渡
ら
せ
た

も
う
。
こ
な
た
へ
ざ
っ
と
立
入
。
げ
ん
ぞ
う
申
す
と
な
ぞ

呼
ば
ん
。
今
こ
そ
耳
に
ま
し
ま
し
。
た
れ
ば
苗
を
取
候
の

う
。

福
：
オ
ウ
。

花
・
福
：
我
が
取
る
苗
は
よ
う
さ
い
た
り
や　

よ
う
さ
い
た

り
や　

三
つ
葉
栄
え
た
り
や
（
三
回
繰
り
返
す
）。

花
：
苗
を
取
り
候
が
。
縄
を
な
え
候
の
う
。
お
お
、
縄
を
の

て
こ
そ
。
早
う
早
う
苗
を
も
引
連
（
ひ
き
つ
れ
）。

福
：
早
う
早
う
。
縄
を
の
う
て
こ
そ
。
早
う
早
う
。

花
：
早
う
早
う
。
苗
を
も
引
連
。
早
う
早
う
。
こ
こ
に
糧
稲

が
あ
っ
た
。
ほ
ん
に
つ
み
ま
し
ょ
う
。
縄
を
の
う
て
こ

そ
。

福
：
早
う
早
う
。
苗
を
の
引
連
。
引
っ
か
け
植
え
さ
せ
候
。

二
人
が
節
を
付
け
て
歌
う
。

 

へ　

ざ
ら
と　

立
入　

げ
ん
ど
申
す
と
な
ど
呼
ん

〽
今
こ
そ
身
に
ま
し
〳
〵
た
れ
ば　

苗
を
取
候
の
ふ　

ヲ
ヽ

苗
取
歌
三
度
返
シ

〽
我
が
取
る
苗
は　

よ
ふ
さ
い
た
り
や
〳
　〵

三
葉
栄
た
り

や
〳
〵
〳
〵

〽
苗
を
取
り
候
が　

縄
を
な
ひ
候　

〽
ヲ
　ヽ

〽
縄
を
な
ふ

て
こ
そ　

〽
早
ふ
〳
　〵

〽
苗
を
も
引
連　

〽
早
ふ
〳
　〵

〽
縄
を
な
ふ
て
こ
そ　

〽
早
ふ
〳
　〵

〽
苗
を
も
引
連
れ　

〽
早
ふ
〳
　〵

〽
縄
を
な
ふ
て
こ
そ　

〽
早
ふ
〳
　〵

〽
苗

を
も
引
連
れ　

〽
早
ふ
〳
　〵

〽
こ
ゝ
に　

つ
み
ほ
が
有
る　

ほ
ん
に　

摘
み
申
さ
ふ　

縄
を
な
ふ
て
こ
そ　

〽
早
ふ
〳
　〵

〽
苗
を
も
引
連　

〽
引
か
け　

植
さ
せ
候

田植え
花
・
福
：
こ
の
御
田
を
や
ー　

尾
根
田
に
植
え
て　

こ
の
美

生
作
り
、
栄
え
た
り
や　

栄
え
た
り
や　

こ
の
御
田
を
と

び
の
子
を
植
え
て　

こ
の
美
生
作
り
栄
え
た
り
や　

栄
え

た
り
や
。（
三
回
繰
り
返
す
）

福
太
郎
が
台
詞
の
最
後
を
上
げ
る
と
、
太
鼓
が
鳴
り
、
早
乙

女
三
名
（
世
界
民
族
祭
は
五
名
）
が
苗
を
持
っ
て
登
場
す

る
。

太
鼓
と
サ
サ
ラ
の
囃
子
で
、
二
人
が
歌
う
。
二
人
の
前
で
、

早
乙
女
が
苗
を
植
え
る
。

早
乙
女
が
楽
屋
に
退
く
。

田
植
歌

此
の
御
田
を
や　

や
ね
田
に
植
て　

此
の
美
生
作
り
栄
た
り

や
〳
〵
〳
　〵

此
の
御
田
を
や　

飛
の
子
に
植
て　

此
の
美

生
作
り　

栄
た
り
や
〳
〵
〳
〵

稲刈り
花
：
稲
を
刈
り
候
の
う
。
お
う
。

花
・
福
：
八
尾
原
や　

七
原
や　

し
ゃ
く
田
君
（
た
ぎ
み
）

の
徳
太
郎
が　

田
刈
る
よ
う
は
や　

や
ん
や　

田
刈
る
よ

う
は
や　

や
ん
や　

八
尾
原
や　

七
原
や　

田
刈
る
よ
う

は
や　

や
ん
や　

田
刈
る
よ
う
は
や　

や
ん
や　

　
（
二
回
繰
り
返
す
）

花
賀
之
丞
の
台
詞
が
終
わ
る
と
、
太
鼓
が
鳴
り
、
早
乙
女
が

稲
束
と
鎌
を
持
っ
て
登
場
す
る
。

太
鼓
と
サ
サ
ラ
の
囃
子
で
、
二
人
が
歌
う
。
二
人
の
前
で
、

早
乙
女
が
鎌
で
稲
束
を
刈
る
。

早
乙
女
が
楽
屋
に
退
く
。

〽
稲
を
刈
り
候
の
ふ　

〽
ヲ
ヽ

稲
刈
歌

〽
八
尾
原
や　

七
原
や
、
し
や
く
田
君
の　

徳
太
郎
を　

田

を
刈
る
様
を
や
ん
や
〳
〵
〳
〵

蔵入れ
福
：
数
を
取
り
候
の
う
。
の
ー
。

花
：
参
ら
し
た
り
。

福
：
徳
千
徳
（
と
く
せ
ん
ど
く
）。

花
：
さ
て
は
ま
た
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
社
塔
へ
も
。

花
賀
之
丞
が
左
側
の
俵
を
持
っ
て
、
右
側
の
福
太
郎
に
渡

し
、
福
太
郎
が
左
側
に
積
む
。（
以
下
繰
り
返
し
）

〽
数
を
取
り
候
の
ふ　

〽
ヲ
　ゝ

〽
参
し
た
り

〽
徳
千
続

〽
扨
は
又

〽
徳
千
続

〽
社
頭
へ
も

早乙女が田植えをする。
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蔵入れ
福
：
徳
千
徳
。

花
：
参
ら
し
た
り
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
さ
て
は
ま
た
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
大
伽
藍
へ
も
。

福
：
徳
千
束
。

花
：
参
ら
し
た
り
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
さ
て
は
ま
た
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
両
大
官
へ
も
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
参
ら
し
た
り
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
さ
て
は
ま
た
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
楽
屋
へ
も
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
参
ら
し
た
り
。

福
：
徳
千
束
。

花
：
さ
て
は
ま
た
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
殿
原
達
へ
も
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
参
ら
し
た
り
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
さ
て
は
ま
た
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
祖
師
と
ね
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
番
頭
達
へ
も
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
参
ら
し
た
り
。

 

〽
徳
千
続

〽
参
し
た
り

〽
徳
千
続

〽
扨
は
又

〽
徳
千
続

〽
大
か
ら
へ
も

〽
徳
千
続

〽
参
し
た
り

〽
徳
千
続

〽
扨
は
又

〽
徳
千
続

〽
両
大
官
へ
も

〽
徳
千
続

〽
参
し
た
り

〽
徳
千
続

〽
扨
は
又

〽
徳
千
続

〽
楽
屋
へ
も

〽
徳
千
続

〽
参
し
た
り

〽
徳
千
続

〽
扨
は
又

〽
徳
千
続

〽
殿
原
達
へ
も

〽
徳
千
続

〽
参
し
た
り

〽
徳
千
続

〽
扨
は
又

〽
徳
千
続

〽
そ
し
と
ね
へ
も

〽
徳
千
続

〽
番
頭
達
へ
も

〽
徳
千
続

〽
参
し
た
り

花賀之丞が福太郎に俵を渡す。
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蔵入れ
福
：
徳
千
徳
。

花
：
さ
て
は
ま
た
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
祈
誓
上
下
。

福
：
徳
千
徳
。

花
：
か
た
が
た
へ
も
。

福
：
徳
千
徳
。
参
ら
せ
方
へ
も
参
ら
せ
候
。
ま
だ
ま
た
余
り

し
米
も
あ
り
。
内
徳
め
さ
れ
。
舅
殿
本
な
れ
ば
。
内
徳
め

さ
れ
。
身
が
の
は
、
五
十
束
に
て
候
。

花
：
身
が
の
は
増
し
て
八
千
束
に
て
候
。

福
：
欲
と
悪
と
に
程
な
し
。

花
：
堂
蔵
（
ど
う
く
ら
）、
宮
蔵
（
み
や
ぐ
ら
）
詰
め
お
い

て
。
舎
人
（
と
ね
り
）
や
舎
人
に
、
毛
入
れ
に
毛
入
れ
。

梁
際
迄
（
う
つ
ば
り
ぎ
わ
ま
で
）、
ハ
ァ
積
ん
だ
り
や
。

花
・
福
：
び
ん
さ
ら　

ぎ
っ
す
り　

ゆ
づ
す
ま
ん
や　

君
急

ぎ
立
ち
か　

さ
っ
ち
ゃ
殿
原
か　

向
こ
う
へ
な
る
や　

ぜ

ぜ
ら
ざ
こ
の
中
の　

よ
か
た
を
む
は　

実
が
よ
て
撓
（
た

わ
）
む
か　

田
ぐ
は
よ
ち
や
た
を
む
ま
い　

西
山
に
や　

白
い
雲
と　

青
い
雲
の
立
ち
合
う
た
や　

志
そ
の
星
が
志

で
の
山
に
か
か
る
屋
ん
や

花
・
福
：
千
秋
万
財
春
鍬　

終
り
。

俵
を
運
ぶ
動
作
を
や
め
て
、
体
を
起
こ
す
。

福
太
郎
が
、
ゆ
っ
く
り
と
、
台
詞
を
言
う
。

二
人
が
節
を
付
け
て
歌
う
。

 

〽
徳
千
続

〽
扨
は
又

〽
徳
千
続

〽
惣
田
へ
も

〽
徳
千
続

〽
参
し
た
り

〽
徳
千
続

〽
扨
は
又

〽
徳
千
続

〽
き
せ
上
下

〽
徳
千
続

〽
方
々
へ
も

〽
徳
千
続

〽
参
し
た
り

〽
徳
千
続　

〽
参
ら
せ
し
方
へ
は
参
ら
せ
候　

ま
た
又
余
り

し
米
も
有
り　

内
徳
め
さ
れ　

〽
舅
殿
ほ
ん
に　

内
徳
め
さ

れ　

身
か
い
の
は　

五
千
束
に
て
候　

〽
身
か
い
の
は
ま
し

て　

八
千
束
に
て
候　

〽
〽
よ
く
と
悪
と
に
程
も
無
し　

堂

倉
宮
倉
詰
置
い
て　

舎
人
に
舎
人　

毛
入
に
毛
入　

梁
り
き

わ
ま
で
分
積
だ
り
や

歌〽
〽
び
ん
ざ
ら
ぎ
っ
す
り　

ゆ
ず
ま
ん
や　

君
急
立
か

さ
っ
ち
や　

殿
原
か　

向
へ
な
る
や　

ぜ
べ
ら
浴
の
中
の
よ

は　

た
を
む
は　

実
が
よ
て
た
を
む
か　

田
ぐ
は
が
よ
ち
や　

た
を
む
ま
い　

西
山
に
や　

白
い
雲
と
青
い
雲
と
立
合
た
を

や　

し
そ
の
星
が　

志
出
の
山
に　

か
ゝ
る
よ
は
や
ん
や　

終

花
：
こ
れ
で
真
国
御
田
春
鍬
規
式
を
終
り
ま
す
。

演
者
全
員
が
並
ん
で
、
挨
拶
を
す
る
。

※
花
＝
花
賀
之
丞
、
福
＝
福
太
郎
。
現
在
の
台
本
で
あ
る
「
春
鍬
規
式
の
実
記
」
は
中
谷
浪
之
助
が
明
治
以
前
に
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
写
本
は
所
在
不
明
で
あ
る
。

終了後に演者が整列する。
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梁
瀬
、
有
田
川
町
杉
野
原
、
有
田
川
町
久
野
原
、
紀
美
野
町
真
国
）
の

御
田
の
比
較
を
試
み
て
い
る
。
日
時
、
主
役
、
そ
の
他
の
登
場
人
物
を

一
覧
に
し
て
お
り
（
表
２
）、
登
場
人
物
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
台
詞
が

類
似
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

森
下
富
夫
家
所
蔵
の
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
の
御
田
の
写
真

（
図
３
）
に
は
、
現
在
は
登
場
し
な
い
も
の
が
写
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、

御
幣
を
垂
ら
し
た
笠
を
被
っ
た
幼
女
二
名
、
も
う
一
つ
は
鼓
で
あ
る
。

幼
女
た
ち
は
笠
を
被
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
早
乙
女
の
可

能
性
も
あ
る
が
、
父
親
と
思
し
き
男
性
の
膝
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

苗
を
植
え
る
所
作
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
〜
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
二
）
に
和
歌
山

市
民
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
広
域
市
町
村
圏
郷
土
芸
能
競
演
会
の
ビ

デ
オ
に
も
、
幼
女
が
登
場
し
て
い
る
が
、
女
性
の
膝
に
乗
っ
て
お
り
、

何
も
し
て
い
な
い
。
ま
た
早
乙
女
は
別
に
登
場
し
て
い
る
。

周
辺
の
天
野
、
梁
瀬
、
杉
野
原
、
久
野
原
で
も
早
乙
女
が
登
場
す
る

が
、
五
名
程
度
お
り
、
小
学
生
が
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現
在

は
女
子
も
出
演
す
る
が
、
も
と
は
男
子
だ
け
で
演
じ
て
い
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

久
野
原
の
御
田
で
は
、
神
社
ま
で
行
列
を
組
ん
で
歩
い
て
い
く
。
そ

表２　高野山周辺の御田（伊藤　2012） 
天野 梁瀬 杉野原 久野原 真国

日時 正月第 3日曜
日（もと正月
14日）

隔年 2月 11日
に近い日曜日
（もと旧暦正月
8日

隔年 2月 11日
（もと旧暦正月
6日）

隔年 2月 11日
（もと旧暦正月
9日）

旧暦正月 7日

主役 田人（面）
牛飼（面）

黒しらげ（舅）
福太郎（聟）

舅
聟

舅
聟

花賀之丞
（舅・面）
福太郎
（聟・面）

その
他の
登場
人物

田づ女（面）
礼の坊（面）
早乙女（女児）
一石（牛）

白しらげ
（百々丞）
百太郎（脇鍬）
徳太郎（尻鍬）
おんなり持ち
（女装男子）
田植子（男子）
牛

田刈り
田植子
牛

稚児（男児）
牛

早乙女
牛
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の
時
に
、
御
田
の
演
者
と
と
も
に
、
そ
の
年
に
生
ま
れ
た
幼
児
が
母
親
に
抱
か
れ
、
行
列
に
参
加
す
る
（
図
６
）。
神
社
に
着
く
と
、

お
祓
い
を
し
て
も
ら
う
。『
紀
伊
名
所
図
会
』（
高
市
志
友
他
著　

一
九
九
六
）
に
も
母
親
に
抱
か
れ
た
幼
児
が
行
列
を
組
ん
で
神
社
に

向
か
う
場
面
が
画
か
れ
て
い
る
（
図
７
）。
こ
れ
は
宮
入
儀
礼
と
考
え
ら
れ
る
。

真
国
の
御
田
に
登
場
す
る
幼
女
も
宮
入
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
宮
入
で
あ
る
と
す
る
と
、
た
ま
た
ま
幼
女
二
名
で

あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。
ま
た
周
辺
地
域
の
早
乙
女
が
被
る
笠
は
、
梁
瀬
の
場
合
は
御
幣
の
よ
う
な
形
式
で
あ
る
が
、
他
の

地
域
で
は
御
幣
の
よ
う
な
切
れ
目
や
折
り
目
は
な
く
、
細
長
い
紙
は
ス
ト
レ
ー
ト
で
あ
る
。
父
親
に
抱
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
御
幣
の

つ
い
た
笠
を
被
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
幼
女
は
神
聖
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
一
八
年
の
写
真
で
は
抱
え
て
い

る
父
親
も
裃
を
着
て
い
る
こ
と
か
ら
考

え
る
と
、
当
屋
的
な
存
在
で
あ
り
、
父

親
が
後
見
人
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
昭
和
一
八
年
の
御
田
の
写
真

に
は
、
鍬
や
鎌
な
ど
の
道
具
と
と
も

に
、
鼓
が
写
っ
て
い
る
（
図
３
）。
現

在
の
真
国
の
御
田
に
は
、
鼓
は
使
用
さ

れ
て
い
な
い
。
真
国
丹
生
神
社
の
社
務

所
に
は
、
鼓
が
保
管
さ
れ
て
い
る
（
図

８
）
が
、
住
民
は
そ
れ
を
使
用
し
た
の

を
見
た
こ
と
が
な
く
、
使
用
方
法
は
不

図６　久野原御田

図７　久野原御田（『紀伊名所図会』）
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明
で
あ
る
。
か
つ
ら
ぎ
町
花
園
梁
瀬
の
御
田
に
お
い
て
は
、
種
下
し
の
時
に
鼓
の
上
に
種
籾
の
入
っ
た
器
を
乗
せ
て
、
演
者
の
前
に
差

し
出
す
（
図
９
）。
そ
の
後
、
演
者
が
器
を
持
っ
て
、
舞
い
な
が
ら
種
籾
を
蒔
く
。
昭
和
一
八
年
の
写
真
に
、
鼓
が
写
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
真
国
で
も
梁
瀬
と
同
様
に
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

今
後
の
課
題

本
稿
で
は
、
昭
和
一
八
年
の
真
国
御
田
の
写
真
に
注
目
し
て
、
現
在
は
登
場
し
な
い
幼
女
と
鼓
に
つ
い
て
周
辺
の
御
田
の
比
較
か
ら

過
去
の
御
田
の
状
況
を
推
測
し
た
。

御
田
の
台
本
に
つ
い
て
、
り
ら

創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
（
当
時
）

の
納
豆
調
査
で
は
「
有
田
川
町
杉

野
原
の
御
田
の
台
本
に
は
「
山
寺

の
小
坊
様　

好
物
ハ
何
　々

一
に

味
噌　

二
に
納
豆　

三
に
平
餅
」

（
清
水
町
誌
編
集
委
員
会　

一
九
八

二
：
八
五
二
）
と
あ
り
、
か
つ
ら

ぎ
町
花
園
中
南
の
御
田
の
台
本
に

は
「
山
寺
の
お
も
だ
ち
（
小
坊

達
）、
こ
ー
の
み
も
の
（
好
物
）
は

な
に
な
に
。
一
に
み
そ
（
味
噌
）、

図８　真国丹生神社の鼓

図９　花園梁瀬御田
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二
に
な
っ
と
（
納
豆
）、
三
に
も
ち
（
餅
）」（
新
井　

一
九
八
一
：
二
八
三
）
と
あ
る
。
ま
た
、
有
田
川
町
粟
生
の
堂
徒
式
の
膳
に
は
煮

豆
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
今
回
調
査
で
き
な
か
っ
た
が
、
真
国
川
流
域
の
周
辺
に
あ
た
る
旧
清
水
町
や
旧
花
園
村
な
ど
に
も
納
豆
文
化

が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。」（
坂
口
・
小
野
田
・
柴
田
・
鞍　

二
〇
一
五
）
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

御
田
の
台
詞
を
め
ぐ
る
解
釈
は
、
現
存
す
る
御
田
だ
け
で
は
な
く
、
消
滅
し
た
御
田
の
台
本
に
つ
い
て
も
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

本
稿
で
は
、
真
国
地
区
を
中
心
に
、
高
野
山
周
辺
の
御
田
の
現
状
を
紹
介
し
た
。
地
域
社
会
の
少
子
高
齢
化
と
と
も
に
、
祭
礼
の
担

い
手
は
少
な
く
な
り
、
そ
の
維
持
は
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
中
で
、
真
国
で
は
、
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
（
現
在
）
が
教
育
の
一
環
と
し
て
御
田
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。
御
田
の
担

い
手
と
な
り
得
た
こ
と
を
、
単
な
る
美
談
と
し
て
語
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
（
現
在
）
が
芸
術
の
学

校
で
あ
り
、
能
な
ど
の
伝
統
芸
能
が
必
修
化
さ
れ
て
お
り
、
俳
優
を
目
指
す
生
徒
も
い
る
と
い
う
偶
然
は
あ
る
に
し
ろ
、
そ
れ
だ
け
で

は
御
田
の
担
い
手
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
（
当
時
）
が
開
校
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
反
対
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
開
校
当
時
、
真
国
丹

生
神
社
の
境
内
に
あ
っ
た
建
物
を
寮
と
し
て
使
用
す
る
と
と
も
に
、
神
社
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、
地
域
住
民
と
交
流
す
る
中
で
、
地
域

住
民
の
中
か
ら
も
生
徒
た
ち
に
よ
る
御
田
の
復
活
の
要
望
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
住
民
が
行
っ
て
い
た
御
田
の
形
態
を
復
元
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
住
民
と
生
徒
の
交
流
に
つ
い
て
は
触
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
高
校
生
が
伝
統
的
な
祭
礼
の
担
い
手
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
例
を
あ
げ
て
、
そ
れ
を
安
易
に
模
倣
さ
れ
る
こ
と

を
危
惧
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
述
べ
て
お
く
。
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